
広報あんじょう 2014.7.1 賀

年
後
の
安
城
の
在
宅
医
療
と
介

１０護
を
考
え
る
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

●
と
き

８
月

日
掌
午
後
１
時

１０

分（
開
場
は
午
後
１
時
）

３０●
と
こ
ろ

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
講
師
／
演
題

中
村
伸
一
氏

し
ん
い
ち

（
お
お
い
町
国
保
名
田

な

た

庄
診
療
所

し
ょ
う

所
長
）／「
自
宅
で
大
往
生
～
え
え

人
生
や
っ
た
と
言
う
た
め
に
」

●
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人

●
定
員

人（
先
着
順
）

１５０

●
申
し
込
み

７
月

日
晶
午
前

１１

９
時
か
ら（
松
掌
抄
を
除
く
）、住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
と
市
外
の

人
は
学
校
・
勤
務
先
を
直
接
か
電

話
で
介
護
保
険
課
へ

■
中
村
伸
一
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

自
治
医
科
大
学
卒
業
。
福
井
県

お
お
い
町
の
名
田
庄
地
区
で
唯
一

の
医
療
機
関
の
医
師
と
し
て
地
域

医
療
を
支
え
て
お
り
、
自
治
医
科

大
学
の
臨
床
教
授
も
務
め
る
。

■問
▼
介
護
保
険
課

（
緯〈

〉２
２
２
６
）

７１

●
と
き

８
月

日
昇
正
午
～
午

１２

後
４
時（
受
け
付
け
は
午
前

時
１１

分
）

３０●
と
こ
ろ

環
境
学
習
セ
ン
タ
ー

エ
コ
き
ち

●
内
容

参
加
者
が
料
理
を
持
ち

寄
り
、
日
本
人
と
外
国
人
が
交
流

し
ま
す

●
定
員

日
本
人
糸

人

外
国

２０

人
糸

人（
い
ず
れ
も
先
着
順
）

２０ お
国
自
慢
持
ち
寄
り
パ
ー
テ
ィ
ー

●
持
ち
物

ふ
る
さ
と
を
紹
介
す

る
食
べ
物
や
飲
み
物
１
品

※
酒
類
は
不
可
。

●
申
し
込
み

７
月
７
日
捷
か
ら

の
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

３０

１５

分（
松
掌
抄
を
除
く
）に
直
接
か
電

話
で
市
民
協
働
課
へ

■問
▼
市
民
協
働
課

（
緯〈

〉２
２
１
８
）

７１

●
と
こ
ろ

デ
ン
パ
ー
ク
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス

●
そ
の
他

入
園
料
別
途
。
都
合

に
よ
り
変
更
あ
り
。
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

■
木
工
ペ
イ
ン
ト
教
室

●
と
き

７
月

日
松
・

日
掌

１２

１３

午
前

時
～
午
後
３
時

１０

●
内
容

ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
や
ス

イ
ン
グ
バ
ー
ド
な
ど
を
作
り
ま
す

●
定
員

各

人（
当
日
先
着
順
）

５０

●
費
用

円
か
ら

５００

■
手
作
り
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
教
室

●
と
き

７
月

日
松
・

日
掌・

１２

１３

日
松
～

日
抄
午
前

時

分・

１９

２１

１０

３０

時

分
、
午
後
１
時
・
２
時
・

１１

３０

３
時

●
定
員

各

人（
先
着
順
）

１５

●
費
用

円
５５０

●
申
し
込
み

当
日
午
前
９
時
３０

分
か
ら
、
直
接
か
電
話
で
同
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
へ

■
手
作
り
パ
ン
教
室

●
と
き

７
月

日
松
・

日
掌・

１２

１３

日
松
・

日
抄
午
後
１
時
・
２

１９

２１

時

分
３０

●
定
員

各

人（
先
着
順
）

１８

デ
ン
パ
ー
ク
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
体
験
教
室

●
費
用

円
５５０

●
申
し
込
み

当
日
午
前
９
時
３０

分
か
ら
、
直
接
か
電
話
で
同
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
へ

■
地
元
の
野
菜
を
使
っ
て
つ
く
る

ヘ
ル
シ
ー
料
理
教
室

●
と
き

７
月

日
晶
午
前

時

１８

１０

～
午
後
０
時

分
３０

●
献
立

ト
マ
ト
と
オ
ク
ラ
の
と

ろ
ろ
飯
、
豚
肉
と
ニ
ラ
の
ネ
ギ
塩

炒
め
、
イ
カ
と
夏
ミ
カ
ン
の
緑
酢

和
え
、
ブ
ド
ウ
と
キ
ャ
ベ
ツ
の
ジ

ュ
ー
ス

●
定
員

人（
先
着
順
）

１０

●
費
用

１
５
０
０
円

●
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
・
手
拭
き

用
の
タ
オ
ル・

箸●
申
し
込
み

７
月
５
日
松

午
前
９
時
３０

分
か
ら
、
直

接
か
電
話
で

同
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
へ

■
ジ
ェ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
教
室

●
と
き

７
月

日
松
～

日
抄

１９

２１

午
前

時
～
午
後
３
時

１０

●
定
員

各

人（
当
日
先
着
順
）

５０

●
費
用

１
２
０
０
円
か
ら

■
テ
ー
ブ
ル
フ
ォ
ト
ふ
わ
ふ
わ
写

真
講
座「
夏
の
思
い
出
フ
ォ
ト
」

●
と
き

８
月
６
日
昌
・

日
昌

２７

午
前

時（
全
２
回
）

１０

●
講
師

岡
本
由
樹
子
氏

ゆ

き

こ

●
定
員

人（
先
着
順
）

１５

●
費
用

２
３
０
０
円

●
申
し
込
み

７
月
５
日
松
午
前

９
時

分
か
ら
、
直
接
か
電
話
で

３０

同
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
へ

■
写
真
講
座「
望
遠
レ
ン
ズ
と
作

品
効
果
」

●
と
き

８
月
８
日
晶
・

日
晶

２２

午
前

時（
全
２
回
）

１０

●
講
師

鶴
田
郁
夫
氏（
フ
ォ
ト

い
く
お

マ
ス
タ
ー
E
X
）

●
定
員

人（
先
着
順
）

２０

●
費
用

２
３
０
０
円

●
申
し
込
み

７
月
５
日
松
午
前

９
時

分
か
ら
、
直
接
か
電
話
で

３０

同
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
へ

■問
▼
デ
ン
パ
ー
ク

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

（
緯〈

〉７
１
１
２
）

９２

中中村中村氏氏
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学
生
糸
１
２
０
０
円

小
学
生
未

満
糸
９
０
０
円（
乳
児
は
無
料
）

●
申
し
込
み

７
月
９
日
昌
～
８

月
９
日
松
午
前
９

時
～
午
後
５
時

（
休
館
日
を
除
く
）

に
、
申
込
書
・
費

用
を
持
っ
て
市
体

育
館
へ

国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
を
受

け
付
け

●
内
容

保
険
料
の
全
額
ま
た
は

一
部
を
免
除

免
除
期
間
糸
申
請

日
の
２
年
１
カ
月
前
～
来
年
６
月

●
対
象

所
得
の
減
少
や
失
業
な

ど
、
経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
で
、
一
定
の

要
件
に
該
当
す
る
人

●
そ
の
他

免
除
を
受
け
た
期
間

は
年
金
受
給
資
格
期
間
に
は
算
入

さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
は

減
額
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
所
得
が
少
な
い

歳
未

３０

満
で
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
人

は
、
保
険
料
の
後
払
い
が
で
き
る

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま

す●
申
し
込
み

年
金
手
帳
と
印
鑑

を
持
っ
て
国
保
年
金
課
へ

※
継
続
申
請
を
希
望
し
、
全
額
免

除
ま
た
は
若
年
者
納
付
猶
予
の

承
認
を
受
け
た
人
で
、
平
成
２５

年
分
の
所
得
申
告
を
し
て
い
る

場
合
は
申
請
不
要
。

■問
▼
国
保
年
金
課

（
緯〈

〉２
２
３
１
）

７１

フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ

●
と
き

８
月

日
松
午
後
１
時

２３

～

日
掌
正
午

２４
●
と
こ
ろ

作
手
野
外
セ
ン
タ
ー

（
新
城
市
）

●
内
容

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、

野
外
活
動

●
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人
が
い
る
家
族

●
定
員

組（
先
着
順
）

１５

※
１
組
４
人
ま
で
。

●
費
用

歳
以
上（
中
学
生
を

１５

除
く
）
糸
１
３
０
０
円

小
・
中

■問
▼
市
体
育
館

（
緯〈

〉３
５
３
５
）

７５

今
春
の
本
市
発
展
祭
で
、
１０２

歳
の
現
役
医
師
で
あ
る
日
野
原

ひ

の
は
ら

重
明
先
生
に
、
健
康
長
寿
に
つ

し
げ
あ
き

い
て
の
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
お
話
は
、
日
本
一
の
長

寿
県
の
解
説
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
高
原
野
菜
の
産
地
で
あ
り
、

冬
の
寒
さ
が
厳
し
い
長
野
県
で

は
、
保
存
食
と
し
て
漬
物
が
多

く
食
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
塩
分
の
過
剰
摂
取
に

よ
る
脳
卒
中
が
多
く
、
か
つ
て

は
平
均
寿
命
の
短
い
県
だ
っ
た

そ
う
で
す
。

し
か
し
、
長
野
県
全
域
で
の

減
塩
運
動
の
成
果
で
、
今
は
平

均
寿
命
が
日
本
一
に
転
じ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
野
菜
の
摂
取
量

が
多
い
こ
と
、
畑
仕
事
に
精
を

出
す
お
年
寄
り
が
多
い
な
ど
、

「
食
生
活
改
善
」と「
適
度
な
運

動
」の
大
切
さ
を
語
ら
れ
ま
し

た
。一

方
、
長
野
県
民
は
社
会
奉

仕
活
動
へ
の
参
加
率
が
高
い
と

い
う
紹
介
も
あ
り
、
日
野
原
先

生
は
健
康
長
寿
の
秘
訣
と
し
て

ひ
け
つ

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
」、つ
ま

り
見
返
り
を
求
め
な
い
奉
仕
の

精
神
の
大
切
さ
を
強
調
さ
れ
ま

し
た
。

家
族
の
た
め
、
地
域
の
た
め
、

善
意
で
精
一
杯
の
奉
仕
を
す
る
。

そ
の
善
行
に
対
し
、
周
囲
か
ら

感
謝
の
気
持
ち
が
伝
え
ら
れ
、

「
高
齢
者
ご
自
身
が
、
張
り
合

い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
環
境
に

お
い
で
と
思
わ
れ
る
」と
結
ば

れ
ま
し
た
。

日
野
原
先
生
ご
自
身
は
、
こ

の
日
、
安
城
市
内
で
の
講
演
を

終
え
ら
れ
る
と
、
日
帰
り
で
東

京
に
戻
ら
れ
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ

ー
ド
大
学
で
の
記
念
講
演
の
た

め
、
翌
朝
に
は
飛
行
機
で
英
国

の
ロ
ン
ド
ン
へ
お
発
ち
に
な
る

と
お
聞
き
し
、
私
は
言
葉
を
失

い
ま
し
た
。

先
生
の
お
話
を
聞
き
た
い
と

切
望
す
る
人
々
の
た
め
、
労
を

惜
し
ま
ず
遠
方
に
出
か
け
ら
れ
、

感
謝
の
声
を
自
ら
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
転
化
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
ご
自
身
の
善
意
の
発
露
に
、

は
つ
ろ

真
の
生
き
が
い
を
見
い
だ
し
て

お
ら
れ
る
と
お
見
受
け
し
ま
し

た
。講

演
会
の
演
題「
安
城
市
民

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
ど
の

よ
う
に
高
め
る
か
」は
、
日
野

原
先
生
が
安
城
市
民
の
私
た
ち

に
贈
ら
れ
た
健
康
長
寿
の
秘
訣

そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
を
、
ご
講
演
に
触
れ
て
気
が

つ
き
ま
し
た
。

日野原先生と鳥居ご夫妻。鳥居ご夫妻のご紹介で今
回の講演会が実現しました。

家族で楽しも家族で楽しもうう



■
市
民
文
芸
ま
つ
り

俳
句
・
短
歌
と
も
に
雑
詠
と
し
、

ざ
つ
え
い

自
作
未
発
表
作
品
を
募
集
。

月
１１

日
抄
に
市
民
会
館
に
て
入
賞
作

２３品
の
発
表
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
募
集
内
容

一
般（
高
校
生
を

含
む
）▼
俳
句
の
部獅

３
句
以
内

短
歌
の
部獅

２
首
以
内

小
・
中

学
生
▼
俳
句
の
部獅

２
句
以
内

短
歌
の
部獅

１
首

●
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人
ま
た
は
安
城
文
化
協
会
会

員●
申
し
込
み

７
月

日
昭
ま
で

３１

（
当
日
消
印
有
効
）に
、
は
が
き
に

楷
書
で
、
表
面
に
部
門
・
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・

筆
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・電
話
番
号
・

年
齢（
市
外
応
募
資
格
者
は
、
学

校
名
・
勤
務
先
ま
た
は
文
化
協
会

所
属
団
体
名
も
記
載
）を
縦
書
き

で
記
入
。
裏
面
は
上
部
に
２
唖
の

余
白
を
設
け
て
、
作
品
の
み
を
縦

書
き
で
正
確
に
大
き
く
記
入
し
、

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
〒

－

０
０

４４６

２
６
安
城
町
城
掘

）へ
３０

※
１
部
門
に
つ
き
１
人
１
枚
の
み
。

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内「
市

民
文
芸
ま
つ
り
」ペ
ー
ジ
か
ら

も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

※
申
し
込
み
内
容
に
不
備
が
あ
っ

た
人
は
失
格
・
無
効
。

■
市
民
芸
能
ま
つ
り

●
と
き

月

日
掌
・

日
掌

１０

１９

２６

●
と
こ
ろ

文
化
セ
ン
タ
ー

●
部
門

民
謡
・
舞
踊
・
詩
吟
・

箏
曲
・
民
踊
・
バ
レ
エ
な
ど

●
対
象

市
内
で
活
動
す
る
芸
能

団
体
ま
た
は
安
城
文
化
協
会
加
入

団
体

●
申
し
込
み

７
月

日
昇
ま
で

１５

（
捷
を
除
く
）に
、
直
接
か
郵
送

（
必
着
）・フ
ァ
ク
ス
で
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー（
胃〈

〉４
４
９
１
）へ

７７

■
文
芸
・
技
芸
・
趣
味
の
集
い

●
と
き

月

日
晶
～

日
掌

１０

１０

１２

※
菊
花
展
は

月
５
日
昌
～

日

１１

１０

捷
。

●
と
こ
ろ

文
化
セ
ン
タ
ー
ほ
か

●
部
門

美
術
・
芸
能
を
除
く
部

門●
申
し
込
み

７
月

日
昇
ま
で

１５

（
捷
を
除
く
）に
、
直
接
か
郵
送

（
必
着
）・フ
ァ
ク
ス
で
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
へ

■問
▼
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
緯〈

〉６
８
５
３
）

７７

市
民
芸
術
祭
の
参
加
募
集

公
開
行
政
レ
ビ
ュ
ー

市
が
実
施
し

て
い
る
公
共
サ

ー
ビ
ス（
事
業
）

に
つ
い
て
、「
公

開
」「
市
民
参
加
」

「
外
部
の
視
点
」

を
取
り
入
れ
、

事
業
を
よ
り
良

く
す
る
た
め
の

議
論
を
し
ま
す
。

●
と
き
／
内
容

開
催
日
糸
７
月

日
松

対
象

１９事
業
糸
左
表
の

と
お
り

※
午
前
９
時

分
か
ら
開
会
式
、

１５

午
後
４
時

分
か
ら
閉
会
式
が

４０

あ
り
ま
す
。

●
と
こ
ろ

文
化
セ
ン
タ
ー

●
そ
の
他

傍
聴
は
申
し
込
み
不

要
。
会
場
へ
の
出
入
り
は
自
由
で

す■
評
価
方
法

指
名
評
価
員
４
人
と
市
民
評
価

員

人
が
各
事
業
に
つ
い
て
市
担

２０
当
職
員
と
議
論
し
、
事
業
を「
拡

充
」「
現
行
ど
お
り
」「
縮
小
」の
い

ず
れ
か
に
評
価
し
ま
す
。

対象事業開始時間
読書活動推進事業午前９時２５分
ＩＣＴ推進事業１０時２０分
商工業共同事業等補助事業１１時２０分
エコサイクルシティ協働推
進事業午後１時

少人数学級推進事業１時５５分
公民館施設管理事業２時５５分
休日夜間急病診療事業３時５０分

■問
▼
経
営
管
理
課

（
緯〈

〉２
２
０
５
）

７１

学
校
の
教
材
や
夏
休
み
の

宿
題
な
ど
を
使
っ
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
先
生
と
一
緒
に
、

学
校
や
日
常
生
活
で
必
要
な

日
本
語
を
勉
強
し
ま
す
。

●
と
き

８
月
５
日
昇
・
７

日
昭
・

日
昇
・

日
昭
・

１２

１４

日
昇
・

日
昭
・

日
昇・

１９

２１

２６

日
昭
午
前

時
～

時

２８

１０

１１

３０

分（
全
８
回
）

●
と
こ
ろ

市
役
所
西
会
館

●
対
象

市
内
の
小
学
校
に

通
う
小
学
１
～
６
年
生
の
外

国
籍
児
童（
外
国
に
ル
ー
ツ

を
持
つ
子
を
含
む
）

●
定
員

人（
定
員
を
超

１０

え
た
場
合
は
抽
選
）

●
費
用

円
４００

●
そ
の
他

会
場
ま
で
保
護

者
が
子
ど
も
を
送
迎
し
て
く

だ
さ
い
。
子
ど
も
に
日
本
語

を
教
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

随
時
募
集
し
て
い
ま
す

●
申
し
込
み

７
月
７
日
捷

～

日
昇
午
前
８
時

分
～

２２

３０

午
後
５
時

分（
松
掌
抄
を

１５

除
く
）に
国
際
交
流
協
会（
緯

〈

〉２
２
６
０
）へ

７１

議議論の様議論の様子子
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新
美
南
吉

回
目
の
命
日
だ
っ

７１

た
３
月

日
、
本
市
と
半
田
市
は
、

２２

互
い
に
新
美
南
吉
に
ゆ
か
り
の
あ

る
ま
ち
と
し
て
、「
新
美
南
吉
ゆ
か

り
の
地
交
流
協
定
」を
締
結
し
ま

し
た
。
今
後
、
市
民
交
流
の
促
進

や
観
光
振
興
、
災
害
時
に
お
け
る

相
互
支
援
な
ど
で
協
力
し
て
い
き

ま
す
。

南
吉
の
ふ
る
さ
と
・
半
田
市
岩や

滑
地
区
に
建
つ
新
美
南
吉
記
念
館
。

な
べ館

内
に
は
、
南
吉
の
日
記
や
自
筆

原
稿
な
ど
の
資
料
の
ほ
か
、「
ご
ん

狐
」な
ど
の
童
話
作
品
を
ジ
オ
ラ

マ
で
紹
介
す
る
展
示
も
あ
り
ま
す
。

昨
年
、
南
吉
生
誕

年
を
記
念
し

１００

て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
し
ま
し
た
。

記
念
館
の
周
辺
に
は
、
南
吉
の

生
家
や
養
家
、
童
話
に
登
場
す
る

寺
社
な
ど
が
点
在
し
、
９
月
下
旬

に
は
矢
勝
川

や
か
ち
が
わ

堤
に

万
本
の
彼
岸

つ
つ
み

２００

花
が
咲
き
誇
り
ま
す
。

「
新
美
南
吉
ゆ
か
り
の
地
交
流

協
定
」締
結
を
記
念
し
、
新
美
南

吉
記
念
館
の
入
館
券
を
用
意
し
ま

し
た
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
半
田
市

を
訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か
。

■問
▼
歴
史
博
物
館

（
緯〈

〉６
６
５
５
）

７７ 半
田
市
と
の
交
流
を
進
め
て
い
ま
す

〈キリトリセン〉

〈
キ
リ
ト
リ
セ
ン
〉

〈キリトリセン〉

市
民
会
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
指
定
管
理
者
を
募
集

●
市
民
会
館
の
概
要

１
２
０
０

人
収
容
の
ホ
ー
ル
と
会
議
棟
が
あ

り
、
市
民
の
文
化
・
教
養
の
向
上
、

福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
の
施
設

●
内
容

業
務
開
始
日
糸
来
年
４

月
１
日
昌

業
務
内
容
糸
市
民
会

館
の
施
設
・
事
業
の
運
営
お
よ
び

施
設
・
設
備
の
維
持
管
理
業
務

●
申
し
込
み

８
月

日
晶
～

２２

２９

日
晶
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

３０

分（
昇
を
除
く
）に
、
所
定
の
書

１５類
な
ど
を
持
っ
て
市
民
会
館
へ

●
募
集
要
項
な
ど
の
配
布

７
月

２
日
昌
～

日
晶
午
前
８
時

分

１８

３０

～
午
後
５
時

分
に
同
館
で
配
布

１５

し
ま
す

※
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
配

布
。

●
施
設
見
学
会

開
催
日
時
糸
７

月

日
捷
午
後
２
時

申
し
込
み

１４
糸
事
前
に
電
話
で
市
民
会
館
へ

■
休
館
日
の
一
部
を
変
更

●
変
更
日

来
年
４
月
１
日
昌

●
変
更
内
容

抄
の
休
館
を
廃
止

●
変
更
後
の
休
館
日

毎
週
昇

（
昇
が
抄
の
場
合
は
開
館
）

を
超
え
る
市
内
の
登
録
団
体

３５０
の
紹
介
な
ど
、
市
民
活
動
に
関
す

る
情
報
を
掲
載
。
イ
ベ
ン
ト
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加
申
し
込
み

な
ど
も
で
き
ま
す
。
市
民
活
動
に

参
加
す
る
際
に
は
、
ぜ
ひ
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

●
Ｕ
Ｒ
Ｌ

http://w
w
w
.gen

ki365.com
/anjo/

※
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
・
安
城

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

あ
ん
じ
ょ
う
市
民
活
動
情
報
サ
イ

ト
で
や
り
た
い
こ
と
見
つ
け
よ
う

■問
▼
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉０
６
０
１
）

７１市民
協
働
課

（
緯〈

〉２
２
１
８
）

７１

〈キリトリセン〉

■問
▼
市
民
会
館

（
緯〈

〉１
１
５
１
）

７５

「新美南吉ゆかりの地交流協定」締結記念

本券１枚で２人まで入館できます。
※中学生以下は無料。
有効期限：平成２７年３月３１日昇

※休館日獅捷・第２昇（抄の場合は翌日）、年末年始。
開館時間獅午前９時３０分～午後５時３０分。

新美南吉記念館特別観覧券

新新美南吉童新美南吉童話話
イメージキャラクタイメージキャラクターー

「ごん吉くん「ごん吉くん」」

■開館２０周年記念特別展「南吉
と良

りょう

寛」
かん

●とき ７月１９日松～１１月３日
抄

●内容 写真家・遠藤純氏の作
じゅん

品と「良寛物語手毬と鉢の子」に
て まり はち

関する資料を展示

■ごんの秋まつり
●とき ９月１９日晶～１０月５日
掌（予定）
●内容 矢勝川堤の彼岸花や南
吉童話の世界を楽しめます
●その他 期間中は駐車場規制
があります。詳細は同館ウェブ
サイトをご覧ください

新美南吉記念館へ
行こう

「新美南吉ゆかりの地交流協定」締結記念

本券１枚で２人まで入館できます。
※中学生以下は無料。
有効期限：平成２７年３月３１日昇

※休館日獅捷・第２昇（抄の場合は翌日）、年末年始。
開館時間獅午前９時３０分～午後５時３０分。

新美南吉記念館特別観覧券

新新美南吉童新美南吉童話話
イメージキャラクタイメージキャラクターー

「ごん吉くん「ごん吉くん」」
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■
ス
イ
カ
の
種
飛
ば
し
大
会

●
と
き

７
月

日
松
午
前

時

１２

１１

●
内
容

小
学
６
年
生
ま
で
は
的

を
ね
ら
っ
て
、
中
学
生
以
上
は
飛

距
離
を
競
い
ま
す

●
定
員

小
学
生
未
満
の
部
糸
３０

人

小
学
１
～
３
年
生
の
部
糸
３０

人

小
学
４
～
６
年
生
の
部
糸
３０

人

一
般（
中
学
生
以
上
）の
部
糸

男
女
各

人（
い
ず
れ
も
当
日
先

１０

着
順
）

●
費
用

施
設
利
用
料

●
そ
の
他

当
日
正
午
か
ら
ス
イ

カ
の
試
食
会
あ
り

●
申
し
込
み

当
日
午
前

時
１０

５０

分
よ
り
、
屋
外
プ
ー
ル
サ
イ
ド
へ

■
７
月
の
水
中
講
座

●
と
き

７
月

日
昌
午
前

時

１６

１１

～
正
午

●
内
容
／
定
員

初
級
水
泳「
ク

ロ
ー
ル
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
」
糸

人

体
験
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
糸

２０

４０

人
マ
ー
メ
イ
ド
パ
レ
ス
の
催
し

●
対
象

歳
以
上
の
人

１８

●
費
用

施
設
利
用
料

●
持
ち
物

水
着
・
水
泳
帽
子

●
そ
の
他

６
カ
月
～
未
就
園
児

の
託
児
あ
り（
先
着
５
人
）

●
申
し
込
み

７
月
８
日
昇
午
前

時
か
ら（
休
館
日
を
除
く
）、直

１０接
か
電
話
で
マ
ー
メ
イ
ド
パ
レ
ス

へ■
託
児
あ
り
！
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ

ム
利
用
会

●
と
き

７
月

日
晶
午
前

時

１８

１０

分
～
正
午

３０●
対
象

６
カ
月
～
未
就
園
児
と

そ
の
保
護
者

●
定
員

５
組（
先
着
順
）

●
費
用

施
設
利
用
料

●
持
ち
物

運
動
の
で
き
る
服
装・

室
内
シ
ュ
ー
ズ

●
そ
の
他

修
了
証
が
な
い
人
は
、

講
習
会
に
も
参
加
可

●
申
し
込
み

７
月
８
日
昇
午
前

時
か
ら（
休
館
日
を
除
く
）、直

１０接
か
電
話
で
マ
ー
メ
イ
ド
パ
レ
ス

へ■「
燃
焼
系
！
ア
ク
ア
」

●
と
き

７
月

日
昇
・

日
昇
、

２２

２９

８
月
５
日
昇
・

日
昇
・

日
昇

１９

２６

午
後
７
時
～
７
時

分（
全
５
回
）

５０

●
内
容

初
心
者
向
け
の
ア
ク
ア

ビ
ク
ス（
水
中
運
動
）教
室

●
対
象

歳
以
上
の
女
性

１８

●
定
員

人（
先
着
順
）

４０

●
費
用

２
８
７
５
円

●
申
し
込
み

７
月
８
日
昇
午
前

時
か
ら（
休
館
日
を
除
く
）、費

１０用
を
持
っ
て
マ
ー
メ
イ
ド
パ
レ
ス

へ■
マ
ー
メ
イ
ド
ち
ゃ
ん
の
イ
ラ
ス

ト
を
募
集

●
内
容

７
月

日
昇
～

日
昭

１５

３１

に
プ
ー
ル
を
利
用
し
た
人
に
配
布

す
る
画
用
紙
に
、
マ
ー
メ
イ
ド
ち

ゃ
ん
の
塗
り
絵
ま
た
は
似
顔
絵
を

描
き
、
８
月
１
日
晶
～

日
掌
に

１０

持
参
す
る
と
当
日
の
プ
ー
ル
利
用

料
が
無
料

●
対
象

塗
り
絵
の
部
糸
小
学
生

未
満

似
顔
絵
の
部
糸
小
学
生

●
定
員

各

人（
先
着
順
）

１００

●
そ
の
他

1
人
1
枚
ま
で
。
作

品
は
、
８
月

日
昇
～

日
掌
に

１９

３１

マ
ー
メ
イ
ド
パ
レ
ス
に
掲
示
し
、

返
却
し
ま
せ
ん

■問
▼
マ
ー
メ
イ
ド
パ
レ
ス

（
緯〈

〉７
３
５
１
）

９２

〈
キ
リ
ト
リ
セ
ン
〉

〈キリトリセン〉

〈キリトリセン〉

上上手に飛ばせるか上手に飛ばせるかなな

〈キリトリセン〉

新美南吉記念新美南吉記念館館

矢勝川堤の彼岸矢勝川堤の彼岸花花

・安城市在住の人のみ使用できます
・本券の払い戻し、再発行はできません
・本券の転売は禁止します
・コピーやウェブサイトで印刷したものは利用できません
〈利用人数〉□１人 □２人
問い合わせ 新美南吉記念館（半田市岩滑西町１－１０－１

／緯０５６９〈２６〉４８８８）

利用上のご注意

・安城市在住の人のみ使用できます
・本券の払い戻し、再発行はできません
・本券の転売は禁止します
・コピーやウェブサイトで印刷したものは利用できません
〈利用人数〉□１人 □２人
問い合わせ 新美南吉記念館（半田市岩滑西町１－１０－１

／緯０５６９〈２６〉４８８８）

利用上のご注意
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ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

平
成
25
年
度
実
績
報

告
書
を
公
表

環
境
衛
生
功
労
者
ほ
か
を
表
彰

５
月

日
の「
町
を
美
し
く
す

３０

る
運
動
表
彰
式
」で
、
長
年
に
わ

た
り
地
域
の
環
境
美
化
活
動
に
尽

力
し
て
い
る
環
境
衛
生
功
労
者
・

功
労
団
体
と
環
境
美
化
標
語
の
入

賞
者
を
表
彰
し
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
。

〈
敬
称
略
〉

■
環
境
衛
生
功
労
者

石
川
浅
一（
木
戸
町
）

あ
さ
い
ち

石
原
正し

ょ
う

一（
根
崎
町
）

い
ち

稲
垣
昭
一（
北
山

あ
き
か
ず

崎
町
）

古
佐
小
源
右
衞
門

こ

ざ

こ
げ
ん
う

え
も
ん

（
福
釜
町
）

辰
田
善
晛（
西
別

た
つ

た

よ
し
あ
き

所
町
）

■
環
境
衛
生
功
労

団
体

小
川
環
境
保
全
向

上
委
員
会（
小
川

町
）

高
須
電
気
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
株
式

会
社（
北
山
崎
町
）

日
本
通
運
株
式
会

社
三
河
支
店
安
城

営
業
所（
北
山
崎

町
）

福
釜
町
い
き
い
き
ク
ラ
ブ（
福
釜

町
）

■
環
境
美
化
標
語
最
優
秀
賞

南
美
香（
株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
安

み

か

城
製
作
所
）
標
語
糸「
誰
か
じ
ゃ

な
い

自
分
が
主
役
の

美
化
活

動
」

月
分
の
見
込
み
額
を
通
知
し
た
人

に
は
、
７
月
中
旬
に
１
年
分（
４

月
～
来
年
３
月
分
）の
確
定
し
た

保
険
料
と
天
引
き
額
を
通
知
し
ま

す
。

月
か
ら
特
別
徴
収
に
な
る

１０

人
は
、
４
～
９
月
分
の
保
険
料
を

納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い

■
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
証
を

更
新現

在
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は

７
月

日
昭
で
す
。
７
月
中
旬
に

３１

新
し
い
保
険
証
を
送
付
し
ま
す
。

届
い
た
保
険
証
は
８
月
１
日
晶
か

ら
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
障
害
者
・
母
子
家
庭
等
・
後
期

高
齢
者
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
の

更
新有

効
期
限
が
７
月

日
昭
の
受

３１

給
者
証
を
持
っ
て
い
る
人
に
、
7

月
上
旬
に
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

必
要
事
項
を
記
入
し
、
国
保
年
金

課
へ
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
通
知
書
を
送
付

い
ず
れ
も
７
月
中
旬
に
送
付
し

ま
す
。
納
付
方
法
は
、
年
金
額
・

種
類
な
ど
で
異
な
り
ま
す
。

●
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書

６５

歳
以
上
の
第
１
号
被
保
険
者
へ
送

付
し
ま
す

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決

定
通
知
書

被
保
険
者
へ
送
付
し

ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
が
軽
減
さ

れ
る
場
合
、
軽
減
額
も
通
知
書
に

記
載
し
て
い
ま
す

■
納
付
方
法

普
通
徴
収
と
特
別
徴
収
の
２
つ

の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

●
普
通
徴
収

納
付
書
ま
た
は
口

座
振
替
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

納
付
す
る
月
は
７
月
～
来
年
２
月

の
８
回
で
す

※
口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、
市

内
金
融
機
関
・
介
護
保
険
課
・

国
保
年
金
課
へ
。

●
特
別
徴
収

年
金
か
ら
保
険
料

が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
年
度
途
中
で
の
年
齢
到

達
や
本
市
へ
の
転
入
に
よ
り
対
象

と
な
っ
た
人
は
、
し
ば
ら
く
の
間
、

普
通
徴
収
に
な
り
ま
す
。

仮
徴
収
通
知
書
で
４
・
６
・
８

介
護
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
・
福
祉
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

■問
▼
介
護
保
険
課

（
緯〈

〉２
２
２
６
）

７１国
保
年
金
課

（
緯〈

〉２
２
３
２
）

７１

■問
▼
清
掃
事
業
所

（
緯〈

〉３
０
５
３
）

７６

本
市
で
は
、
持
続
可
能
で

安
定
的
な
行
政
経
営
を
す
る

た
め
に
第
５
次
行
政
改
革
大

綱
を
策
定
し
、
５
カ
年
を
か

け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

中
間
年
に
あ
た
る
平
成

年
２５

度
に
、
具
体
的
な
取
り
組
み

項
目
で
あ
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
の
見
直
し
や
再
検
証
を

実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、

プ
ラ
ン
中

５８

の
プ
ラ
ン
を
計
画
ど
お
り

５１進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
主
な
取
り
組
み
実
績

暫
市
役
所
で
の
パ
ス
ポ
ー
ト

申
請
・
交
付
の
開
始

暫
公
共
施
設
の
休
館
日
・
閉

館
時
間
な
ど
の
見
直
し

暫
防
災
ラ
ジ
オ
の
普
及
に
よ

る
市
民
へ
の
緊
急
災
害
情
報

な
ど
の
配
信

●
平
成

年
度
の
効
果
金
額

２５

約
４
億
円

※
詳
細
は
、
経
営
管
理
課
・

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

■問
▼
経
営
管
理
課

（
緯〈

〉２
２
０
５
）

７１

受受賞者の皆さ受賞者の皆さんん

広報あんじょう 2014.7.1会


